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若手技術者 インタビュー土木（建設会社）で働く人 建築（設計事務所）で働く人

仕事の内容
土木工事の現場で施工管理をしています。
工事の進捗や品質・出来形の管理、測量が主な仕事です。
ここ2年ほどは斜面を補強する工事に関わっています。その
前は高速道路に架かる橋の傷んだ所を直す工事に関わっ
ていました。

仕事のやりがい
土木工事ではビフォーアフターが大きく変わります。自分
たちの関わった仕事が目に見える形で残るので達成感があ
ります。
また、新しい技術にふれることも楽しみの一つです。3次
元のモデルをパソコン上で操作するのが楽しいです。

この仕事についたきっかけ
父親が建築士であり、子供のころから「ものづくり」が身近にある環境で
した。大学で建築学科を選択したものの、建築業界で働くことに本気にな
れず、一度は他の業種に就職しましが、やはり「ものづくり」に関わりたい
と考え、28歳で建築設計の道へ転職しました。

将来の目標
・建築のデザインで、飯田・下伊那地域を盛り上げ、より多くの方の暮らしが楽しく豊かになるようにしたい。
・得意とするリノベーションのスキルを活かして、古い建物や景観を次の世代へつなげていきたい。
・リニア開通によって大きく変化する飯田・下伊那地域の中でプレーヤーとしてポジティブな影響を与えたい。

休日の過ごし方
・家族団らん
　（妻、子供３人の５人家族）
・薪割り
　（自宅の暖房が薪ストーブ）
・剣道
　（小3の娘が始めたのを
　きっかけに23年振りに再開）

この仕事についたきっかけ
大学時代に取得した測量士補の資格を活かして働きたいと考
えたのがきっかけで、別の業界から転職してきました。
現在は2年の実務経験を経て測量士の資格を取得しました。

将来の目標
ミスの少ない仕事をしたいです。
安全を第一に会社の利益も考える。そんな仕事がしっかりでき
るように日々積み重ねていきたいと思います。

休日の過ごし方
のんびり気ままに過ごしています。飯田は桜が
きれいで夜間のライトアップも充実しています。
見て回っているうちにカメラを購入しました。

仕事の内容
住宅や店舗、公共施設を中心に建物の設計・デザインをする設計事務所
を自分で営んでいます。 
企画構想から引渡しまで、建物をつくる全ての過程に関わる仕事です。　
①クライアントとの打合せ：要望を聞き取り、整理します。 
②デザインの検討：大きさや間取り、内外観、素材等を検討します。 
③技術的な検討：耐震性、断熱性、法律等を検討します。 
④設計図書の作成：図面や書類を作成し、必要な行政手続きをします。 
⑤工事費チェック：金額を確認し、予算に収まるように調整します。 
⑥現場チェック：図面通りにできているか確認したり、職人さんと打合せ

をしたりします。 

仕事のやりがい
自分の思い描いたものが「かたち」となり何十年、或いは百年単位で残っ
ていく仕事です。責任重大ですが、苦労を乗り越えて建物が完成した時
の喜びはひとしおです。さらに店舗や公共施設の場合は、生まれ育った
地域で身近な方々に利用して頂けるのもやりがいの一つです。
また、会社で働くのではなく、自分で設計事務所を営んでいるので、自由に考
え自由に行動できる所も魅力です。

１日のスケジュール

飯田・下伊那地域を盛り上げ、古い建物や景観を次の世代へつなぐ

「ものづくり」に関わりたい

「かたち」となる喜び北沢建設株式会社
土木技術者

赤池 成実さん
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起床
子供を保育園へ送る
出社
現場打合せ
昼食
クライアントと打合せ
図面・資料作成
夕食・入浴・家族団らん
自己研鑽・趣味

（映画・ゲームなど）
就寝
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起床
出社（直接現場へ）
朝礼・業務開始（現場で施工状況確認）　
昼食
午後業務開始（書類作成、データ整理）
業務終了
帰宅
・入浴・夕食など
・資格試験に向けた勉強
・読書など
就寝
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このパンフレットは飯田市の建設業を知っていただき、これからの担い手である若い方々を含む多くの方々に建設業で活躍してもらえることを目的に作成しました。

協力団体　飯田建設業クラブ／一般社団法人 長野県建築士事務所協会
問合せ先　飯田市役所 建設部 土木課　TEL 0265-22-4511 令和５年４月発刊

飯田の未来を

みんなで創ろう！

み

いい だ

つく

らい


